
１ 令和８年度の研究主題について 

 

自ら考え伝えることのできる児童の育成 

～言葉を大切にした国語科の授業づくりを通して～ 

 

 

２ 研究構想図 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究主題 

自ら考え伝えることのできる児童の育成 
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学校教育目標 

未来を創る 時代を生きる あしたを拓く十条の子 
○自ら考え学び合う子 ○心豊かで思いやりのある子 ○健康でたくましい子 

児童の実態（課題） 

（１）WEBQUから分かる実態 
（２）学力調査から分かる実態 
（３）教師から見た実態 

発問の精選 

教師の思い 

（１）目指す児童像 
（２）教師の自己課題 

授業づくり 環境づくり 

単元の導入の工夫 

教材解釈 

学習計画 

課題のもたせ方 

教材との出会い方 

話を受け入れてもらえる安心感 

WEBQUを生かしたペア・トリオ 

話したいと思える人間関係 

対話タイム 
日常の会話 

教育相談のトレーニング 
たがやし・みがき 

タイム 
言語活動の充実 



３ 研究主題の設定理由 

（１）昨年度は自ら考えを伝えることのできる児童の育成を目指して、様々な言語活動を通して考えを聞いたり、

伝えたりすることができるように研究を進めた。学びの系統性を考え、国語科の「話すこと・聞くこと」の単元

で研究授業を行ってきた。 

（２）研究の前半では、伝えるためには「聞くこと」ができないと伝える気持ちにならないことや、話しやすい環境 

をつくるためにWEBQUを活用してペア・トリオを組むことが重要であることが分かってきた。協議を進める

中で、「話すこと・聞くこと」の単元では、定型文のような会話が多く見られた。講師からの助言もあり、児童

が多様な考えを思いつき、伝えたいと思うためには、物語文や説明文の読解の方がよいのでないかという

考えに至った。 

（３）物語文の研究授業を通して、話しやすい環境をつくるためのWEBQUの活用は大事であることはもちろん

のこと、教材の導入の仕方、発問の仕方、教材との出会い方、学習計画の立て方などで、児童の思考が大き

く変わることにも気付くことができた。 

（４）言葉による対話をしやすい学級運営や、自分の話を受け入れてもらえる安心感の充実といった環境の面と、  

発問や導入などの教師の言葉などを教材研究によって突き詰めていく授業づくりの面の双方から手だてを

講じていくことで、自ら考え伝えることのできる児童が育成されていくと考えた。 

 

４ 研究方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究全体会  

・研究主題の確認  ・研究方法の確認  

研究授業 

・研究授業は教材研究の段階から各分科会で授業を計画。 

・導入の仕方、発問、単元の流れなど、指導書の内容通りでよいのかなどの吟味。 

・児童の実態はWEBQUを参考にする。その他、分科会で変化を見取りたいところは、分科会でアンケート

を作成し、実施する。 

たがやし・みがきタイム 

・１つ前の研究授業の協議内容や指導講評を受けて、各学年（もしくは分科会）で、この日以降の各々の学

年の読解教材（物語文・説明文）について教材研究を行う。 

・どんな導入がよいか、どんな発問がよいか、どんな単元の流れで行っていくのか、学習計画を立てる。 

・講師の先生にも各学年の協議に参加してもらい、助言をいただく。 


